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▲ＳＳ沈降試験試料採取地点（H19、20）

▲河川水採取地点（H18、20）

●現地観測（H17～19）（セジメントトラップ設置）

図－１ 茨戸川位置図
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１．はじめに  

 本研究で対象となる茨戸川は、札幌市北部に位置し、石 

狩川のショートカットによって形成された旧川である。閉 

鎖性の強い水域であるため流域からの汚濁負荷の流入が富 

栄養化を誘発してきた。このような現象を改善するべく各 

関係機関において、様々な事業等が展開されている。 

 既往の研究では水質汚濁負荷の供給には、底泥からの懸 

濁粒子の巻上げが、主要な役割を果たしていることは例え 

ば濱原ら１）によって報告されている。本研究は、2005～2 

008 年に行った現地観測、河川水及び底質の沈降試験から 

懸濁粒子の沈降過程における粒径分布の変化、粒径と沈降 

速度、密度の関係について考察を行った。 

２．現地観測概要 

 茨戸川の上部湖盆及び中部湖盆観測点においてセジメン 
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トトラップ（設置位置：河床より 2割水深、5割水深）を 

設置して巻上げによる懸濁粒子の沈降物捕集調査を行った。 

また、SS 沈降試験に使用する茨戸川４地点（KP 11.0、KP  

14.0、KP 19.0、上部湖盆観測点）の底質採取（底泥表面 

から約 20cm）及び出水時と平水時の河川水採水（H18 上部 

湖盆４）、H20 樽川合流前）も実施した。 

３．沈降速度・密度の算出 

①現地観測（セジメントトラップ）により捕集した実測 

値をもとに沈降速度を算出する方法。２）  

②河川水を採取した状態で使用する条件と底質を脱イオ 

図-2 粒径別 SS 濃度（KP11.0）底質 ン水で希釈した試料体の条件で SS 沈降試験３）により沈降 

速度を算出する方法。 

上記の実験及び計算方法の詳細については、参考文献を 

参照していただきたい。また、Stokes 則を用い沈降速度 

から粒子の密度を算出した。 

４．粒径別 SS 濃度の考察 

 粒径別の沈降状況を把握するため、SS 濃度を粒度区分 

に比例すると仮定し SS 濃度変遷を KP11.0（H19 底質） 
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図-3 粒径別 SS 濃度（左:上部湖盆,右:樽川合流前）河川水） 
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上部湖盆（H20 河川水）を代表例として図－２，３左に 
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示した。土粒子判定による砂に相当する 75μm 以上の粒 

子は急激に濃度低下がみられ、24 時間以内に完全に沈降 

した。本編では省略しているが他地点でも同様の結果を 

確認している。一方、図－３右の樽川合流前（H20 河川 

水）については、４日後でも 75μm 以上の粒子が確認で 

きる。これは、採取位置の違いによって河川水中の粒子 

構成に相違があり、粒径は大きくとも密度は小さいもの 

と推察される。また、粒径が小規模になるほど濃度変化 

が小さい。特に粘土に相当する 5μm未満の粒子につい 

ては初期状態から濃度変化がみられず、沈降せずに浮遊 

していると推察される。 

５．沈降速度から密度の考察 

 粒径と粒子密度の分布を図－４に示す。SS 沈降試験の 図-4 粒径と密度 

初期状態（攪拌直後）を除けば、粒径の大小や試験の条 

件に関わらず密度は 1.0～1.2 kg/m３であった。 

 水の密度が 1.0 kg/m３であることを考えれば、粒子の 現地観測 河川水 沈降試験

密度 1.0～1.2 kg/m３は非常に軽い。ゆえに懸濁している 
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粒子は砂やシルト等の土粒子ではなく、植物プランクト 

ン等の有機物が主たる構成と推測される。また、75μm 

以上の粒子は、図－２で示すとおり実験初期段階で沈降 

しており、密度が重い粒子が急速に沈降したと考えられ 

る。 

６．まとめ 

今回の調査から得られた結果を以下にまとめる。 

・ 茨戸川の懸濁粒子は、粒子密度の数値から主たる成 

分は土粒子ではなく有機物と推察される。 

・ 茨戸川の懸濁粒子は、粒子密度が非常に小さく沈降 

までに非常に時間を要する。そのため河床に沈降する 
図-5 沈降速度と密度 

前に再巻上げが発生し、浮遊している状態が続いてい 

ると推測される。 
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